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【発生状況】
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【大型車庫損傷写真】
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【事故原因の詳細】

1.人的要素
・事前に運転手と誘導員との合図方法の確認不足。
・大型運転免許保持者ではあるが、雪氷車両（大型車）の運転経験が少なく、車両後退の技術が不足し

ていた。
・誘導員を配置していたが、運転手がサイドミラーに映り込む誘導員の立位置を確認せず、かつバックモニター
を見ずに車庫の路面に標示されている区画線を基準に後退したが斜めにそのまま下がってしまった。

・誘導員は警笛にてバック誘導を実施していたが、運転手からは音が小さく聞き取れてなかった。

2.物的要素
・車庫内に車止めが設置されていなかったため雪氷車両が物理的に止まらなかった。
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【今後の再発防止対策】

1.人的要素
・当事者及び大型免許を取得して間もない者を２月２７日に実施される雪氷技能向上研修に参加させる。
※ 管内（ひるがの高原SAで開催）

2.物的要素
・類似箇所については全て車止め設置をおこなう。（バタ角を設置）

3.管理的要素
・再発防止策を全作業従事者に周知できたかどうかを確認し、周知できていない部分が確認出来れば、
再度朝礼、安全大会等で周知する。また、確認方法については、各社の責任者が作業従事者に聞き
取りを行い、小テストを実施する等の方法で確認する
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車止め実施状況

C3 東海環状自動車道 ★★雪氷基地 車止め設置状況

車止め（バタ角）に目立つ色で塗装予定
サイドミラーから見た状況

車止め（バタ角）手前に
ラバーコーンを設置して視認

車止め設置イメージ車止め設置位置

構造物と、緩衝装置の離隔を約50㎝取れるよう
に車止め（バタ角）を設置 バタ角サイズ 90角（90×90） Ⅼ＝3,940(12尺）
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緊急安全大会② 安全ニュースvol.2を使用しての再周知
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小集団活動意見集約

議題①【類似事項を防止するためにどのような対策があるか︖】
・車止めを全車両分設置する。 NEXCOと調整中。取り急ぎバタ角を設置
・センサーまたは、自動ブレーキを設置する。 車両更新時に追加していただく様にNEXCOへ依頼
・駐車線の色を白ではなく、分かりやすい色にする。（黄色など） NEXCOと調整
・明確な合図を定める。（人それぞれ合図の仕方が違うのが現状） 安全大会で実施（2月21日）
・運転訓練、誘導訓練の実施。 安全大会で実施（2月21日）

議題②【物的対策はどういったものがあるのか︖】
・構造物に反射材（テープ）などを張る。 車止め設置と併せ、NEXCOと調整
・駐車マスの拡大。 雪氷基地更新時に依頼
・夜間誘導を行う際は、レッドホーンを用いて誘導を行う。 実施済み
・電子ホイッスルを用いて運転手に伝わりやすくする。 今後、導入を検討していく
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